
６ 指導資料

（１）学習カード
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（２）動きの資料

資料１ 円形コミュニケーション（立位）

資料２ 円形コミュニケーション（座位）
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資料３ 二人組ダンス（自由即興）

資料４ 定形ダンス（参考・・みんなでワーハッハ）
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（３）実際の動きの様子（中学１年男子・中学２年女子）

２人組で動きを再構成して，リズムに乗って踊る様子。

グループでリーダーを交代しながら，即興で踊る様子。

＜スポーツ・戦いの動き＞ 相手の動きに合わせて即座に対応して動く様子。

＜対極の動き＞ 相手の動きに合わせて即座に対応して動く様子。
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（４）生徒の動きが止まったときの，効果的な声かけとアイディア

リーダーが動け → ｢スキップしながら手拍子をしよう｣ 繰り返したり，ス

ない時の声かけ → ｢同じ動きを3回繰り返そう！！｣ キップしているうち

→ 「一つの動きの一部分を変えてみよう。」 に動きが思いつく！

動きに変化を → ｢今の動きを高さ・方向・リズムを変えて繰り返そう！！｣ 一つの動きを変化

つけさせたい時の → ｢困ったら・・ひねりとターンをやってみよう｣ させることで，動き

アドバイス＆声か → ｢今の場所から，人のいない場所に移動しよう｣ が切れずにつながる

け → ｢視線を変えて！天井・床・右・斜め上！！」

→ ｢今のペアと背中合わせで動いてみよう｣ ４つのくずしを具体

→ ｢ストップ！！そのままスローモーションで動くよ～｣ 的にアドバイスす

→ ｢今の動きをもっと早く！もっともっと早く！｣ る。

ひと流れの動き → 「始めと終わりにポーズをつけよう」 これでひと流れの動

にしたい → 「場面をイメージして動こう」 きになる。

＜具体的な動きのイメージ＞

（蚊が飛んできた・パチン・逃げられた・あっそこに止まった！

逃げられた！・隣の人の肩に止まった！）

（掃除がんばるぞ・リズミカルに拭く・あれ？落ちないぞ・もっと磨いて・きれいになって～）

＊イメージしたことを言葉にすると，リズムもくずれひと流れの動き（何呼間と決めない）になる

生徒が恥ずかし まず，心をほぐす！！

がって動けない 楽しい動きをすると自然と笑顔になっていつの間にか心が解放される。

＜具体的なほぐしの動き＞

＊みんな又はグループで円になって手をつなぎ，力を抜いて引っ張ったり引っ張られたりして動く。

（力が抜けた状態は，心地よく予想外の動きが生まれるので楽しくなる）

＊背中合わせで，お互いに体をゆだねながら回ったり，バランスをとったりする

（一人ではできない動きや，お互いにバランスをとる動きは取り組みやすい）

＊手をつないでぐるぐる回ったり止まったり，ハイタッチをする

（スピードがあるといつの間にか動いている，空間を広く使うことも効果的）

もっとぎりぎりま → 二人組で，お互いにポーズの手助けをする。

で動かしたい

（一人は彫刻家，一人は素材になって短時間で芸術作品を作る・・相手が痛苦しい所まで体を動かす）

＊自分では，大きく動けなくても友達にやってもらうと，想像以上の大きな動きになる。

＊自分の体を，限界まで動かす感覚を体験すると，ダンスでの動きも大きくなる。

＊個々のポーズを集めると，一つの作品になる。クラシックなどのBGMをかけて実施すると効果的。
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（５）創作ダンスの学習過程の工夫例（単元構成）

村田芳子（2009） 表現運動・ダンスの単元計画の進め方－新学習指導要領の「習得・活用・探求」を踏まえた展開

「女子体育保存版！ダンス指導ハンドブック」51（7-8）

学習過程 （前半）多様なテーマから題材による （後半）簡単な作品創作と発表会

即興表現

多様なテーマや題材からイメージや動きを 作品にしたいテーマを選び，群の動きや

ねらい とらえて，即興的な表現を楽しむ。 「はじめ－なか－おわり」の構成を工夫して，

【習得－活用】 ひとまとまりの動き（簡単な作品）を創り踊

って楽しむ。 【探求】

グループ ・個が生きる2～3人の少人数で ・表したいイメージにふさわしい多様な人数

編成 ・流動的に変わる相手と（気楽に誰とでも）・表わしたい内容別の固定グループで

学習の １．テーマから共通のイメージや動きで思 １．表したいイメージ別グルーピング。

進め方 いつくままに踊る。 ２．グループ毎の創作や見せ合い。

（教師のリードで共通の動きを体験） （課題確認→動き作りと感じの確かめ→

【習得】 ペアグループや全体での見せ合い）

２．動きのワンポイント工夫。 ３．躍り込みと演出の工夫。

（メリハリのある人流れの動きへ） ４．発表会

【活用】

３．見せ合って，感じを確かめ合う。

活動の １．1～2時間完結で「踊る－創る－見る」 １．共同や分担創作

工夫 活動。 パート別，作り手/踊り手分担。

２．イメージを広げる活動。 ２．踊り手参加等の演出の工夫。

３．毎回違った友達と関わり，イメージや

動きを交換。

４．色々な見せ合い工夫。

（６）ダンスの授業で使える候補曲

学習活動 おすすめBGM

・人間彫刻 ＜ヴィバルディー＞ヴァイオリン協奏曲「四季」より「冬」

・新聞紙 ＜ドヴォルザーク＞交響曲第９番「新世界」第4楽章

創作ダンス ・タッチ＆エスケープ 映画「ミッションインポッシブル」「ピンクパンサー」

「ルパン三世」「踊る大捜査線」のテーマ曲

・スポーツ，戦い ＜ORANGE RANGE＞以心伝心

・ロックのリズム ＜TOKIO＞みんなでワーハッハ

現代的な （2人組で自由に踊る） ＜嵐＞ＡＲＡＳＨＩ・トラブルメーカー

リズムの ＜NEWS＞weeeek

ダンス ＜ORANGE RANGE＞いけない太陽

＜SCATMAN JOHN＞scatman

・サンバ（ラテン系） ＜ケツメイシ＞ケツメンサンバ

のリズム ＜BELLINI>サンバ・DE・ジャネイロ

・ヒップホップ ＜DAPUMP＞Joyful

＊ダンスで使用する曲は，生徒が知っている曲やビートがきいてのりやすい（リズムをとりやすい）

曲が好ましい。→手拍子でリズムをとってみたり，曲に合わせてスキップをしてみると良い。

＊生徒の好きな曲であっても，リズムをつかみにくいものや変化がなくずっと同じリズムの曲も逆に

難しい。→間奏に変化のある曲は動きやリズムをくずす（変化を付ける）ことが自然にできる。

＊ひと流れの動きを行うときは，はじめのポーズからおわりのポーズまでを自由に踊らせ，ラストの

ポーズになったら音楽をフェードアウトして短くすると良い。（何呼間・曲のここまでと決めなく

ても音楽の長さは，自由に変えられる。）
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